
番号 業種 労働者数
賃金額の

引き上げ状況
取組内容 導入前の状況 導入の効果

1

職別工事
業（設備工
事業を除
く）

4人
時間給で40円賃金
を引き上げた

建築の積算ソフトの導入
　手作業で計算していたので、見積もりを依頼されて３日
ほど時間がかかっていた。

　積算ソフトを導入したことにより、１日で見積もりを出せる
ようになり、大幅な労働能率の改善につながった。
　また、積算ソフトを導入することでミスもなくなり、お客様
のニーズに素早く対応でき、売上も上がった。

2

職別工事
業（設備工
事業を除
く）

8人
時間給で60円賃金
を引き上げた

クラウドシステムの導入
  客先で見積もりの依頼、重要なデータを確認する場合、
いちいち会社に確認していたので、時間のロスが多かっ
た。

  ＶＰＮ装置の導入により、どこからでも完全に手元のタブ
レットや携帯でアクセスが可能となり、移動時間が大幅に
短縮でき、商談回数の軽減及び商談時間の短縮が可能と
なり、業務の効率が数段に上がっている。

3

職別工事
業（設備工
事業を除
く）

20人
時間給で60円賃金
を引き上げた

コンサルティング
  工事の作業の進捗、作業効率、労務費の予算消化など
について、工事中の段階で管理が不十分で、労務費が予
算に対して、平均20%の超過になっていた。

  経営コンサルタントによる現場管理システム導入、社員
教育、社内研修を実施した結果、工事全体の計画及び経
過、結果を把握することができるようになり、作業内容の
改善と作業員の意識改善が図れ、作業効率を改善するこ
とができた結果、労務費超過を圧縮することができた。

4
設備工事
業

6人
時間給で40円賃金
を引き上げた

高圧コイルネイラの導入

  大工工事の際に、インパクトドライバーを使用しており、1
本の釘を打つのに5秒かかっていた。75mmの釘までしか
打てないため、それを超える長さの釘を打つ際は、いった
ん下穴をあけてから釘を打っていた。ビスは、ハンマーで
手打ちしていた。

  高圧コイルネイラを導入し、大工工事の釘打ち作業の時
間短縮化（5秒→0.5秒）ができ作業効率が改善した。天井
部分の釘打ちについても、釘打ちの時間が短縮したため、
身体的負担も減った。

5 総合工事業 7人
時間給で30円賃金
を引き上げた

工場改修工事
　エクステリア工事などの積み込み作業や入荷材料
の整理に時間がかかっており、セメント用の砂を都度
購入していた。

　工事予定の商材の置き場を確保できたため、入荷
整理と出荷積み込みが楽になり、時間短縮につな
がった。不良在庫置き場を処分し、組み立て作業の
動線を見直し、入荷棚を新設したことで仕分けが簡
単になり、組み立て作業の効率化を実現できた。助
成金利用を機に工具の整理等改善活動の継続が社
風になりつつあり、よい傾向がみられる。
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